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は
じ
め
に

一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
に
立
教
大
学
が
築
地
か
ら
移
転
し
た
頃

の
池
袋
は
一
面
の
麦
畑
で
、
い
ま
だ
郊
外
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
地

域
の
発
展
と
と
も
に
大
学
も
時
を
重
ね
て
き
た
。
そ
も
そ
も
池
袋

は
、
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
十
六
）
の
池
袋
駅
開
業
に
端
を
発
す
る

歴
史
の
若
い
地
域
と
い
っ
て
よ
い
。
関
東
大
震
災
後
の
都
市
復
興
の

な
か
で
、
池
袋
も
市
街
地
化
が
進
行
し
、
そ
れ
と
歩
調
を
合
わ
せ
る

よ
う
に
、
立
教
大
学
も
、
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
）
に
は
四
百
名

に
満
た
な
か
っ
た
学
生
が
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）
に
は
千
三
百

名
に
増
加
し
た
と
い
う
。
当
時
の
『
立
教
大
学
新
聞
』（
一
九
三
一
年

十
一
月
九
日
付
）
に
こ
ん
な
記
事
が
載
っ
て
い
る
。

現
在
は
帝
都
北
西
の
交
通
の
中
心
地
と
し
て
最
高
学
府
の
存
在

す
る
商
業
地
と
し
て
、
ま
た
保
健
上
の
適
地
と
し
て
そ
の
頃

〔
一
九
二
二
年
〕
よ
り
市
内
外
か
ら
の
移
住
者
が
多
く
数
年
の

内
に
現
在
の
大
を
な
し
た
。
／
〔
略
〕
今
池
袋
の
人
達
に
対
し

て
池
袋
の
名
前
を
問
へ
ば
即
座
に
立
教
大
学
を
答
へ
ら
れ
る
で

あ
ら
う
。〔
略
〕
漸
次
総
合
大
学
の
機
運
に
向
ひ
し
暁
は
池
袋
町

民
の
誇
り
は
よ
り
輝
く
で
あ
ら
う
。

�

（
武
藤
武
雄
「
輝
く
立
教
と
池
袋
」）

「
立
教
と
池
袋
と
の
不
可
分
な
誼
は
将
来
益
益
そ
の
実
を
高
め
、

両
者
共
栄
の
本
業
を
尽
す
べ
き
で
あ
る
」（
同
前
）
と
い
う
意
識
は
、

現
在
か
ら
み
れ
ば
聊
か
大
仰
の
観
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
池
袋

都
市
に
お
け
る
地
域
学
と
し
て
の
「
池
袋
学
」
の
可
能
性（
一
）

後

藤

隆

基

―
立
教
大
学
と
東
京
芸
術
劇
場
に
よ
る
地
域
連
携
の
実
践
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と
い
う
地
域
と
立
教
大
学
の
（
初
期
段
階
に
お
け
る
）
関
係
性
を
示

す
言
表
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

そ
の
後
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
は
さ
ん
で
大
学
と
地
域
の
つ
な

が
り
は
持
続
す
る
が
、
し
だ
い
に
そ
の
関
係
に
変
化
が
生
じ
て
い
っ

た
。
つ
ま
り
、
か
つ
て
は
「
地
域
イ
コ
ー
ル
立
教
だ
っ
た
み
た
い
な

部
分
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
い
ま
は
そ
う
じ
ゃ
な
く
な
っ

て
い
る
。
ど
う
も
池
袋
の
立
教
と
い
う
意
識
が
薄
い
」（「〝
オ
ー
ル
立

教
人
ま
つ
り
〟
の
仕
掛
人

―
宮
崎
尚
志
氏
に
聞
く

―
」『
立
教
』

第
一
〇
四
号
、
一
九
八
三
年
二
月
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
か

ら
、
ま
ち
を
挙
げ
た
イ
ベ
ン
ト
や
、
地
域
と
の
共
生
を
前
面
に
出
し

た
大
学
の
広
報
戦
略
等
を
通
じ
て
大
学
・
地
域
の
関
係
が
再
構
築
さ

れ
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
あ
た
り
の
動
き
は
別
稿
 1
で
概
括
し
た
こ

と
が
あ
る
の
で
細
か
に
は
述
べ
な
い
。

ま
た
、
立
教
大
学
（
の
教
員
）
が
関
わ
る
池
袋
界
隈
の
地
域
研
究

0

0

に
は
、
歴
史
学
者
の
林
英
夫
氏
に
よ
る
豊
島
区
史
研
究
や
、
社
会
学

者
の
松
平
誠
氏
に
よ
る
ヤ
ミ
市
研
究
、
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
前
後
に

連
続
的
に
実
施
さ
れ
た
社
会
学
部
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
さ

ま
ざ
ま
な
思
索
の
蓄
積
等
 2
が
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

近
年
で
は
、
社
会
学
部
や
経
済
学
部
等
の
個
別
の
ゼ
ミ
活
動
を
通
じ

た
地
域
（
学
習
）
活
動
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。

東
京
芸
術
劇
場
は
、
一
九
九
〇
年
、
西
口
駅
前
の
東
京
学
芸
大
学

附
属
豊
島
小
学
校
（
旧
豊
島
師
範
学
校
）
跡
地
に
開
館
し
た
。
建
設

計
画
の
当
初
（
一
九
七
七
年
。
当
時
の
仮
称
は
芸
術
文
化
会
館
）
は
、

舞
台
鑑
賞
だ
け
で
な
く
、
都
民
参
加
の
開
か
れ
た
芸
術
文
化
創
造
拠

点
を
め
ざ
し
て
お
り
、
地
域
活
性
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
都

財
政
の
悪
化
に
よ
り
建
設
計
画
は
長
ら
く
実
現
し
な
か
っ
た
。
開
館

後
は
主
と
し
て
貸
館
事
業
を
中
心
に
運
営
さ
れ
、
地
域
と
の
関
係
は

希
薄
だ
っ
た
が
、
二
〇
〇
八
年
に
高
萩
宏
氏
が
副
館
長
に
、
二
〇
〇

九
年
に
野
田
秀
樹
氏
が
芸
術
監
督
に
就
任
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。

池
袋
西
口
の
大
き
な
二
つ
の
拠
点
で
あ
る
東
京
芸
術
劇
場
と
立
教

大
学
の
つ
な
が
り
も
、
従
来
希
薄
で
あ
っ
た

―
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
ん
な
中
で
、
二
〇
一
一
年
六
月
七
日
、
東
京
芸
術
劇
場
（
公

益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
）
と
立
教
大
学
（
学
校
法
人
立

教
学
院
）
と
の
間
で
、
連
携
に
向
け
た
包
括
的
な
協
定
が
締
結
さ
れ

た
。
こ
の
協
定
は
、
各
々
の
施
設
の
活
性
化
お
よ
び
各
種
の
事
業
を

通
じ
て
東
京
都
に
お
け
る
地
域
活
性
化
と
芸
術
文
化
振
興
に
向
け
て

連
携
し
、
協
力
し
合
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
謳
っ
て
い
る
 3
。
締

結
当
初
、
具
体
的
な
事
業
内
容
は
未
定
だ
っ
た
が
、
双
方
の
連
携
に

よ
る
事
業
の
企
画
・
実
施
、
広
報
協
力
、
施
設
利
用
な
ど
の
協
力
を

行
な
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

本
稿
で
は
、
二
〇
一
一
年
の
協
定
締
結
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
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両
者
の
関
係
を
捉
え
な
お
し
、
近
接
す
る
公
共
劇
場
と
私
立
大
学
の

協
働
が
果
た
す
地
域
連
携
の
実
践
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
と
く
に
二

〇
一
四
年
度
か
ら
は
じ
ま
っ
た
連
携
講
座
「
池
袋
学
」
が
い
か
に
生

成
さ
れ
た
か
の
道
筋
を
整
理
し
、
開
講
か
ら
二
年
が
経
過
し
た
現
状

と
課
題
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一

　立
教
大
学
と
東
京
芸
術
劇
場
の
関
係

立
教
大
学
と
東
京
芸
術
劇
場
は
、
ど
の
よ
う
な
関
係
を
結
ん
で
き

た
の
か
。
近
年
で
は
、
立
教
大
学
の
入
学
式
（
二
〇
〇
六
年
～
）
や

メ
サ
イ
ア
演
奏
会
等
の
大
学
主
催
行
事
に
加
え
、
立
教
大
学
交
響
楽

団
や
庶
民
吹
奏
楽
団
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
い
っ
た
学
生
団
体
の
恒
常

的
な
利
用
も
続
い
て
い
る
。
わ
け
て
も
東
京
芸
術
劇
場
の
副
館
長
に

高
萩
宏
氏
が
就
任
し
た
二
〇
〇
八
年
以
降
、
大
学
と
劇
場
の
交
流
に

も
新
た
な
動
向
が
見
え
は
じ
め
た
。

二
〇
〇
九
年
九
月
、
東
京
芸
術
劇
場
か
ら
立
教
大
学
に
協
定
に
関

す
る
打
診
が
あ
り
、
大
学
の
渕
博
子
氏
（
当
時
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
職
員
）
と
千
石
英
世
氏
（
当
時
・
文
学
部
教
授
）、
さ
ら
に
高

萩
氏
と
学
生
時
代
か
ら
旧
知
の
間
柄
だ
っ
た
吉
岡
知
哉
氏
（
法
学
部

教
授
、
後
に
総
長
）
を
交
え
て
、
同
年
十
月
に
最
初
の
懇
談
が
行
な

わ
れ
た
と
い
う
。
以
下
に
掲
げ
る
東
京
芸
術
劇
場
と
の
共
同
企
画

も
、
渕
氏
と
千
石
氏
を
中
心
に
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、

立
教
大
学
と
東
京
芸
術
劇
場
の
協
定
締
結
が
、
両
者
の
少
な
か
ら
ぬ

協
働
の
蓄
積
の
上
に
成
立
し
て
い
る
、
と
い
う
前
提
を
示
し
て
お
き

た
い
 4
。

た
と
え
ば
二
〇
一
〇
年
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ク
と
し

て
活
躍
す
る
ヴ
ァ
ル
ダ
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
氏
の
講
演
会
「
イ
ス
ラ
エ
ル

の
現
在

　演
劇
か
ら
見
た
文
化
状
況
」（
十
月
二
十
三
日
、
立
教
大
学

文
学
部
文
学
科
英
米
文
学
専
修
主
催
、
東
京
芸
術
劇
場
協
賛
）
が
立

教
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。
日
本
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
外
交
関
係
樹
立
六

十
周
年
記
念
事
業
お
よ
び
東
京
芸
術
劇
場
と
テ
ル
ア
ビ
ブ
市
立
カ
メ

リ
劇
場
に
よ
る
国
際
共
同
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ

悲
劇
『
ト
ロ
イ
ア
の
女
』（
蜷
川
幸
雄
演
出
、
二
〇
一
二
年
）
を
上
演

す
る
前
段
階
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
日
本
人
の
俳

優
で
行
な
う
た
め
、
東
京
芸
術
劇
場
の
招
聘
で
ヴ
ァ
ル
ダ
・
フ
ィ
ッ

シ
ュ
氏
が
来
日
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

二
〇
一
一
年
に
は
第
六
回
新
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
西
口
ま
ち
か
ど

回
遊
美
術
館
の
一
環
と
し
て
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
「
グ
ロ
ー
バ
ル
演
劇

都
市
池
袋
！
」（
七
月
二
十
九
日
）
が
立
教
大
学
で
催
さ
れ
、
高
野
之

夫
氏
（
豊
島
区
長
）、
高
萩
宏
氏
、
相
馬
千
秋
氏
（
当
時
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー
〈
Ｆ
／
Ｔ
〉
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
）、
新
野
守
広
氏
（
ド
イ
ツ
演
劇
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
教
授
）、
Ｊ
・
Ｔ
・
ド
ー
シ
ィ
氏
（
ア
メ
リ
カ
演
劇
、
当
時
・
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文
学
部
教
授
）、
細
井
尚
子
氏
（
中
国
演
劇
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
教
授
）、
司
会
と
し
て
千
石
英
世
氏
が
登
壇
し
た
。
立
教

大
学
に
は
多
様
な
領
域
の
演
劇
研
究
者
が
所
属
し
て
い
る
が
、
彼
ら

が
一
堂
に
会
し
、
か
つ
外
部
か
ら
、
豊
島
区
の
文
化
振
興
政
策
を
推

進
す
る
高
野
氏
、
現
代
演
劇
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
高
萩
氏
や
相
馬

氏
と
い
っ
た
ゲ
ス
ト
を
招
く
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
学
内
で
催
さ
れ
る

こ
と
は
管
見
の
及
ぶ
か
ぎ
り
例
が
な
か
っ
た
。

以
上
に
鑑
み
れ
ば
、
協
定
の
締
結
と
以
降
展
開
さ
れ
る
（
で
あ
ろ

う
）
事
業
も
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
試
み
ら
れ
て
き
た
大
学
と
劇
場
の

少
な
か
ら
ぬ
協
働
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ

い
。
た
だ
し
そ
れ
ら
は
担
当
者
レ
ベ
ル
の
、
当
該
問
題
に
関
心
の
あ

る
個
人

0

0

と
賛
同
者
の
小
さ
な
動
き
が
起
点
と
な
る
、
い
わ
ば
属
人
的

な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
個
人

0

0

が
組
織
か
ら
い
な
く
な
っ
た
と
き
、
そ

れ
が
停
滞
も
し
く
は
持
続
不
可
能
な
状
態
に
陥
る
こ
と
は
殊
更
い
う

ま
で
も
な
い
。
そ
の
持
続
可
能
性
を
い
か
に
保
証
し
う
る
か
。
大
学

に
お
い
て
は
、
渕
氏
（
二
〇
一
三
年
三
月
退
職
）
や
千
石
氏
（
二
〇

一
四
年
三
月
退
職
）
ら
の
後
継
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
必
至
で
あ
っ

た
。二

　協
定
締
結
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

前
掲
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
終
盤
、
立
教
大
学
が
果
た
し
う
る
演
劇

―
芸
術
・
文
化
を
通
し
た
地
域
連
携
の
可
能
性
に
関
す
る
質
問
が

客
席
か
ら
発
せ
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
高
萩
氏
か
ら
「
六
月
に
大
学

と
劇
場
と
の
間
で
連
携
協
定
を
結
ん
だ
た
め
、
今
後
は
何
か
し
ら
の

協
働
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
応
答
が
あ
っ
た
。
こ
の

時
点
で
は
、
協
定
に
つ
い
て
対
外
的
な
広
報
等
は
行
な
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
稿
者
が
大
学
広
報
課
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
協
定

を
担
当
す
る
総
長
室
教
学
連
携
課
（
二
〇
一
一
年
に
社
会
連
携
全
般

を
担
う
部
署
と
し
て
設
置
。
二
〇
一
六
年
度
か
ら
社
会
連
携
教
育

課
）
を
通
し
て
締
結
の
事
実
が
確
認
で
き
た
。

重
言
な
が
ら
、
立
教
大
学
と
東
京
芸
術
劇
場
の
連
携
協
定
に
関
し

て
、
そ
も
そ
も
の
、
か
つ
最
大
の
問
題
は
、
協
定
は
締
結
し
た
も
の

の
具
体
的
な
中
身
が
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
そ
こ

で
、
当
時
立
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
在
籍
し
、
同
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研

究
セ
ン
タ
ー
に
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
稿

者
は
、
セ
ン
タ
ー
長
の
阿
部
治
氏
（
社
会
学
部
教
授
）
と
相
談
し
な

が
ら
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（E

ducation for Sustainable D
evelopm

ent

：
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
が
重
視
す
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

の
観
点
か
ら
、
地
域
と
の
連
携
を
め
ざ
す
大
学
と
、
地
域
文
化
を
発

信
す
る
公
共
劇
場
と
の
結
節
点
を
探
る
べ
く
、
ま
ず
は
双
方
の
共
通

地
盤
と
し
て
の
池
袋
西
口
を
視
座
に
据
え
、
大
学
・
劇
場
と
い
う
二

者
を
軸
に
、
地
域
も
巻
き
こ
む
形
で
の
協
働
と
有
機
的
な
パ
ー
ト
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ナ
ー
シ
ッ
プ
の
可
能
性
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
セ
ン

タ
ー
が
企
画
・
監
修
す
る
大
学
主
催
事
業
「E

C
O

 opera!

」 5
と
し

て
、
連
携
協
定
締
結
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「〝
西
池
袋
〟
を
刺
激
す

る
！

―
東
京
芸
術
劇
場
×
立
教
大
学
に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り

―
」（
二
〇
一
一
年
十
一
月
二
十
八
日
）
を
立
教
大
学
で
開

催
。
東
京
芸
術
劇
場
か
ら
福
地
茂
雄
館
長
（
当
時
）
と
高
萩
宏
副
館

長
、
立
教
大
学
か
ら
は
吉
岡
知
哉
総
長
と
阿
部
治
氏
が
登
壇
し
た
。

地
域
づ
く
り
に
お
い
て
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
活
動
が
当
然
重
要
で

あ
る
が
、
立
教
大
学
と
東
京
芸
術
劇
場
の
連
携
を
み
る
場
合
、
ま
ず

は
協
定
締
結
と
い
う
機
に
乗
じ
た
一
種
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
そ
れ
ぞ

れ
の
組
織
自
体
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
、
両
者
の
関
係
を
駆
動
さ
せ

る
契
機
と
な
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
二
〇
一
一
年
八
月
、
池
袋
西
口
公
園
の
利
用
法
と
運
営
に

つ
い
て
研
究
す
べ
く
、
池
袋
西
口
の
地
域
づ
く
り
を
先
導
し
て
き
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゼ
フ
ァ
ー
池
袋
ま
ち
づ
く
り
の
メ
ン
バ
ー
が
「
劇
場
広

場
研
究
会
」
を
発
足
し
、
周
辺
の
地
元
住
民
、
商
店
、
企
業
、
大
学
、

劇
場
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
所
属
す
る
有
志
の
参
加
を
得
て
毎
月
定
例
で
行

な
っ
て
い
た
。
立
教
大
学
教
学
連
携
課
主
幹
（
当
時
）
の
近
藤
泰
樹

氏
の
仲
介
で
稿
者
も
こ
の
研
究
会
へ
出
席
し
、
地
元
関
係
者
の
理
解

を
得
、
地
域
と
の
協
力
体
制
を
敷
い
た
こ
と
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企

画
・
実
施
に
際
し
て
大
き
な
援
け
と
な
っ
た
こ
と
も
付
記
し
て
お
き

た
い
。
す
で
に
阿
部
治
氏
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
セ
ン
タ
ー
や
自
身
の
ゼ
ミ

で
の
活
動
を
通
し
て
ゼ
フ
ァ
ー
池
袋
ま
ち
づ
く
り
と
緊
密
な
関
係
を

構
築
し
て
い
た
こ
と
も
後
押
し
し
、
こ
の
つ
な
が
り
は
後
々
ま
で
有

効
に
作
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
折
柄
、
地
域
を
含
め
て
池
袋
西
口
に

関
す
る
議
論
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
、
大
学
と
劇
場
の
連

携
を
俎
上
に
載
せ
る
た
め
の
時
宜
に
か
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
は
報
告
書
 6
を
ご
参
照
い
た
だ

く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
概
要
の
み
を
摘
記
す
る
。

当
日
は
劇
場
・
劇
団
関
係
、
省
庁
・
東
京
都
・
豊
島
区
な
ど
行
政

関
係
、
各
種
企
業
、
マ
ス
コ
ミ
・
出
版
、
さ
ら
に
近
隣
の
町
会
・
商

店
街
な
ど
、
幅
広
く
多
様
な
立
場
か
ら
約
二
百
名
の
参
加
者
を
得

た
。
こ
の
と
き
は
、
主
に
当
事
者
間
の
意
識
共
有
（
大
学
・
劇
場
の

両
者
が
拠
っ
て
立
つ
「
西
池
袋
」
と
い
う
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
と
協
働

ビ
ジ
ョ
ン
）
と
連
携
協
定
の
対
外
的
な
周
知
は
実
現
し
た
も
の
の
、

具
体
的
な
方
策
の
提
案
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

示
さ
れ
た
連
携
の
可
能
性
に
紐
づ
く
事
業
案
を
再
掲
し
て
お
く
。
す

な
わ
ち
、
①
大
学
・
劇
場
が
そ
れ
ぞ
れ
に
所
有
す
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
を
利
用
し
た
企
画
、
②
演
劇
（
音
楽
）
鑑
賞
の
た
め
の
入
門
講
座
、

③
池
袋
西
口
公
園
で
の
共
同
企
画
、
④
学
生
に
よ
る
事
業
提
案
や
劇

場
お
よ
び
地
域
へ
の
参
画
、
⑤
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
・
教
室
群
の
活

用
、
⑥
初
等
教
育
か
ら
の
演
劇
教
育
導
入
の
可
能
性
、
⑦
イ
ン
タ
ー
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ン
シ
ッ
プ
制
度
の
整
備
、
⑧
定
期
的
な
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お

よ
び
連
続
講
義
（
講
座
）
の
実
施
、
と
い
う
八
点
で
あ
る
。
爾
後
の

展
開
を
み
れ
ば
、
後
述
の
ご
と
く
、
⑧
と
し
て
「
池
袋
学
」
が
構
想

さ
れ
、
③
に
関
し
て
も
、
二
〇
一
五
年
度
の
戦
後
七
十
年
企
画
に
お

い
て
地
域
と
の
協
働
の
も
と
に
一
つ
の
実
現
を
み
る
こ
と
と
な
る
。

学
生
団
体
か
ら
劇
場
へ
の
企
画
提
案
（
具
体
的
な
実
現
如
何
は
不
分

明
な
が
ら
）
も
あ
っ
た
。

大
学
と
劇
場
と
い
う
組
織
同
士
が
具
体
的
な
事
業
を
考
え
る
場

合
、
学
生
や
各
部
局
か
ら
の
提
案
を
受
け
る
窓
口
や
、
二
〇
一
一
年

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
セ
ン
タ
ー
が
担
っ
た
よ
う

な
ハ
ブ
機
能
を
、
内
容
や
状
況
に
応
じ
た
部
局
が
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
内
部

0

0

で
の
連
携
や
情
報
共
有
も
課
題

だ
っ
た
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
立
教
大
学
で
は
教
学
連
携
課
、
東
京

芸
術
劇
場
で
は
事
業
企
画
課
が
協
定
の
担
当
部
局
と
し
て
以
後
の
連

携
を
支
え
る
基
盤
と
な
り
、
大
学
・
劇
場
双
方
が
主
体
的
に
関
わ
り

合
う
体
制
が
と
と
の
っ
て
い
く
 7
（
し
か
し
大
学
に
お
い
て
い
え
ば
、

学
内
周
知
の
困
難
も
あ
っ
て
か
、
情
報
の
集
約
・
共
有
等
が
十
全
に

機
能
し
な
か
っ
た
部
分
も
あ
っ
た
よ
う
だ
）。

そ
う
し
た
大
学
・
劇
場
の
連
携
を
模
索
す
る
動
き
の
中
か
ら
生
ま

れ
た
事
業
の
一
つ
が
「
池
袋
学
」
で
あ
る
。
次
節
以
降
、
両
者
の
連

携
事
業
の
一
環
で
あ
る
「
池
袋
学
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。

三

　「池
袋
学
」
の
構
想

二
〇
一
二
年
四
月
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
セ
ン
タ
ー
が
、
文
部
科
学
省

オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
の
期
間
（
二
〇
〇
七

～
一
一
年
度
）
を
終
え
た
た
め
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
所
（
所
長
・
阿
部
治
）

と
改
称
し
、
大
学
の
附
置
研
究
所
と
し
て
再
始
動
し
た
。
予
算
・
人

員
規
模
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
て
従
前
の
よ
う
な
活
動
は
困
難
に
な
っ

た
が
、
ゼ
フ
ァ
ー
池
袋
ま
ち
づ
く
り
の
協
力
を
得
、
前
年
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
継
承
す
る
か
た
ち
で
「〝
西
池
袋
〟
を
刺
激
す
る
！part 2

―
豊
島
区
制
施
行
80
周
年
で
池
袋
西
口
公
園
が
変
わ
る

―
」

（
同
年
七
月
十
日
、
立
教
大
学
）
を
実
施
し
た
 ８
。
高
野
之
夫
氏
、
高

萩
宏
氏
、
甲
斐
徹
郎
氏
（
株
式
会
社
チ
ー
ム
ネ
ッ
ト
代
表
）、
石
森
宏

氏
（
ゼ
フ
ァ
ー
池
袋
ま
ち
づ
く
り
理
事
長
）、
小
林
俊
史
氏
（
同
副
理

事
長
）、
西
原
廉
太
氏
（
立
教
大
学
文
学
部
教
授
、
当
時
・
社
会
連
携

担
当
副
総
長
）、
阿
部
治
氏
が
登
壇
し
、
池
袋
西
口
公
園
を
通
し
た
地

域
連
携
の
あ
り
か
た
が
検
討
さ
れ
た
 ９
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
立

教
大
学
と
東
京
芸
術
劇
場
も
参
画
す
る
「
西
池
袋
み
ど
り
の
ア
ー
ト

カ
フ
ェ
」（
豊
島
区
立
池
袋
西
口
公
園
の
多
目
的
活
用
に
関
す
る
社

会
実
験
）
が
同
年
九
月
に
は
じ
ま
り
、
地
域
に
根
ざ
す
複
数
の
主
体

が
連
携
し
て
公
園
を
運
営
す
る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
 1０
。
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右
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
席
上
で
、
阿
部
氏
か
ら
「
池
袋
学
」
に
関

す
る
提
案
が
あ
っ
た
 11
。
す
で
に
事
前
協
議
の
段
階
か
ら
「
池
袋
学
」

構
想
は
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
学
生
を
は
じ
め
一
般
参
加
も
可

能
な
連
続
講
座
と
し
て
、
座
学
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
両
輪
で
の
実

現
可
能
性
や
運
転
資
金
の
問
題
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

が
、
二
〇
一
四
年
度
か
ら
の
東
京
芸
術
劇
場
と
立
教
大
学
に
よ
る
連

携
講
座
「
池
袋
学
」
の
開
講
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
二
〇
一
三
年

度
は
そ
の
準
備
の
年
と
な
っ
た
。

周
知
の
よ
う
に
、
地
域
の
名
を
冠
し
て
「
○
○
学
」
を
称
す
る
地

域
学
／
地
元
学
は
日
本
各
地
で
数
限
り
な
く
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ

れ
ら
は
地
域
の
住
民
が
、
と
き
に
外
部
者
と
交
感
し
な
が
ら
、
自
分

た
ち
の
足
元
に
あ
る
過
去
の
知
恵
や
伝
統
、
歴
史
、
文
化
等
の
地
域

資
源
を
掘
り
起
こ
し
て
新
た
な
意
味
づ
け
を
し
、
地
域
に
対
す
る
誇

り
を
持
ち
、
地
域
ご
と
の
方
法
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
現
在
的
課
題

の
発
見
・
解
決
に
生
か
す
学
び
の
運
動
で
あ
る
。
そ
の
多
く
が
、
い

わ
ゆ
る
「
地
方
」
で
の
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
都
市
（
首
都
圏
）
に

お
い
て
地
域
学
／
地
元
学
は
ど
の
よ
う
に
存
在
し
う
る
の
か
。
た
と

え
ば
、
東
京
都
内

―
と
く
に
副
都
心
部
で
も
、
國
學
院
大
學
に
よ

る
「
渋
谷
学
」 12
や
早
稲
田
大
学
に
よ
る
「
新
宿
学
」 13
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
と
の
比
較
や
都
市
と
い
う
地
域

0

0

0

0

0

0

0

（
あ
る
い
は
地
域
と

し
て
の
都
市
空
間
）
の
問
題
は
紙
幅
の
都
合
上
、
別
稿
に
譲
る
が
、

渋
谷
、
新
宿
、
池
袋
の
違
い
を
一
つ
端
的
に
い
え
ば
「
渋
谷
は
渋
谷

区
の
中
心
、
新
宿
は
新
宿
区
の
中
心
で
あ
る
の
と
違
っ
て
、
池
袋
は

池
袋
区
に
は
な
く
、
豊
島
区
に
あ
る
と
い
う
こ
と
」 14
で
、
こ
の
こ
と

が
存
外
重
要
な
意
味
を
孕
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、
多
く
の
地
域
学
／

地
元
学
が
広
域
な
「
地
方
」
あ
る
い
は
行
政
区
画
を
扱
い
、
名
称
化

し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
「
池
袋
」
と
い
う
都
市
の
中
の

狭
い
地
域
を
あ
ら
か
じ
め
対
象
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

「
池
袋
学
」
の
初
代
座
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
渡
辺
憲
司
氏

が
「
池
袋
学
と
い
う
言
い
方
を
初
め
て
口
に
さ
れ
た
の
は
、
立
教
大

学
元
教
授
で
日
本
近
代
史
が
専
攻
の
林
英
夫
先
生
で
あ
る
」 15
と
述

べ
て
い
る
。
豊
島
区
立
郷
土
資
料
館
の
秋
山
伸
一
氏
に
よ
れ
ば
、
林

氏
が
「
豊
島
区
の
多
彩
な
学
校
の
光
輝

―
池
袋
学
の
す
す
め

―

特
に
若
い
人
へ
」（『
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
』
第
七
号
、
二
〇
〇
六
年

三
月
、
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
会
）
と
題
さ
れ
た
文
章
の
中
で
「
児

童
の
村
小
学
校
を
は
じ
め
特
徴
あ
る
学
校
が
池
袋
お
よ
び
そ
の
周
辺

に
集
中
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
、
そ
こ
か
ら
「
池
袋
学
」
な
る
ミ

ク
ロ
の
地
域
史
の
必
要
性
を
提
唱
し
た
」 16
と
い
う
。
渡
辺
氏
は
か
つ

て
林
氏
が
「
地
方
」
と
い
う
言
葉
が
「
中
央
に
対
す
る
従
属
的
姿
勢

に
流
れ
る
こ
と
を
危
惧
」
し
て
「
地
域
史
と
い
う
新
た
な
姿
勢
を
示

さ
れ
て
い
た
」
と
し
、
以
下
の
よ
う
に
続
け
る
。
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〔
池
袋
学
の
構
想
に
際
し
て
〕
池
袋
学
で
は
な
く
、
豊
島
学
と

い
っ
た
言
い
方
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
も
出
た
。

確
か
に
そ
の
方
が
地
域
的
に
広
い
範
囲
で
考
え
る
こ
と
が
出
来

る
。
し
か
し
、
私
の
き
わ
め
て
個
人
的
な
言
い
方
を
す
る
と
、

豊
島
学
に
は
、
豊
島
と
い
う
歴
史
的
意
味
の
広
さ
や
深
い
蓄
積

が
あ
る
一
方
で
、
中
央
に
対
応
す
る
よ
う
な
旧
来
の
地
方
史
研

究
の
残
像
を
残
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
現
代
史
を
扱
う
に
は

い
さ
さ
か
研
究
の
深
度
が
、
先
を
見
え
に
く
く
す
る
よ
う
な
気

も
し
た
。 17

こ
う
し
た
着
地
点
に
至
る
ま
で
に
は
、
立
教
大
学
教
学
連
携
課
、

東
京
芸
術
劇
場
事
業
企
画
課
、
立
教
大
学
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
所
、
ゼ

フ
ァ
ー
池
袋
ま
ち
づ
く
り
の
担
当
者
が
協
議
を
重
ね
、
そ
の
過
程
で

い
く
つ
か
の
検
討
課
題
が
挙
が
っ
た
。

第
一
に
、
柱
と
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
問
題
で
あ
る
。
多
く
の
地
域

学
／
地
元
学
が
存
在
す
る
が
、
果
た
し
て
先
行
す
る
種
々
の
地
域

（
地
方
）
を
め
ぐ
る
事
例
が
、
都
市
で
あ
る
池
袋
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
変
奏
、
展
開
さ
れ
う
る
か
。
ま
た
池
袋
に
居
住
す
る
定
住
者
、
通

勤
・
通
学
・
観
光
者
な
ど
の
流
動
者
と
い
っ
た
対
象
を
ど
こ
に
想
定

す
る
の
か
。
事
業
と
し
て
の
着
地
点
を
ど
こ
に
置
く
か
。
後
述
す
る

内
容
の
問
題
と
も
重
な
る
が
、
足
元
を
掘
り
起
こ
し
過
去
を
振
り
返

る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
未
来
に
向
け
た
方
途
を
導
き
だ
す
た
め
の

契
機
と
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
っ
た
提

案
で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
「
池
袋
未
来
学
」
の
名
称
案
も
出
た
。

第
二
に
「
池
袋
」
の
範
囲
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
池
袋
は
駅
を

挟
ん
で
東
西
に
分
か
れ
て
お
り
、
西
口
と
東
口
は
諸
点
に
及
ぶ
差
異

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
大
学
と
劇
場
の
立
地
す
る
西
口
に
焦
点
を

あ
て
る
が
、
東
口
は
も
ち
ろ
ん
、
隣
接
す
る
雑
司
が
谷
な
ど
も
含
め

た
地
域
に
ま
で
対
象
を
ひ
ろ
げ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
も

出
た
。

第
三
に
、
講
座
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
。
池
袋
の
特
徴
は
し
ば

し
ば
多
様
性
や
雑
多
性
、
他
者
（
よ
そ
者
、
外
部
者
）
を
受
け
入
れ

る
寛
容
さ
、
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
語
ら
れ
が
ち
だ
が
、
池
袋
の

独オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

自
性
を
具
体
的
に
は
ど
こ
に
見
い
だ
す
の
か
。
ま
ず
は
池
袋
の

歴
史
や
文
化
的
事
象
の
発
掘
と
再
考
を
図
り
な
が
ら

―
郷
土
史
的

な
歴
史
探
訪
の
み
を
目
的
化
す
る
の
で
は
な
く

―
現
在
の
地
域
的

課
題
の
発
見
と
解
決
に
資
す
る
テ
ー
マ
も
併
せ
て
選
定
し
、
未
来
志

向
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
化
す
る
方
向
性
が
議
論
さ
れ
た
。
く
わ
え
て

座
学
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
受
講
者
が
地
域
に
出
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
を
行
な
い
、
受
講
者
自
身
が
地
域
に
働
き
か
け
、
地
域
と
関
わ

り
合
う
機
会
を
設
け
る
必
要
も
問
わ
れ
た
。

第
四
に
、
企
画
立
案
、
運
営
、
広
報
、
申
込
方
法
、
予
算
等
、
講
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座
の
具
体
的
な
運
営
体
制
に
つ
い
て
で
あ
る
。

そ
う
し
た
半
年
余
の
協
議
を
経
て
、
以
下
の
方
針
が
固
ま
っ
て
い

く
。①��

二
〇
一
四
年
度
か
ら
三
年
間
を
一
区
切
り
と
す
る
こ
と
。

②��

池
袋
西
口
を
基
本
的
な
対
象
地
域
と
す
る
こ
と
（
テ
ー
マ
に

よ
っ
て
は
東
口
も
含
む
）。

③��

東
京
芸
術
劇
場
が
春
季
三
回
、
立
教
大
学
が
秋
季
三
回
を
担

当
。
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
用
し
た
講
座
を
企
画
・
運
営

し
、
一
講
座
は
二
時
間
程
度
と
す
る
。
場
合
に
応
じ
て
夏
季
・

冬
季
に
特
別
講
座
を
実
施
す
る
こ
と
。

④��

参
加
費
（
資
料
代
）
と
し
て
千
円
を
徴
収
す
る
こ
と
。

⑤��

ウ
ェ
ブ
上
に
専
用
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
を
置
き
、
立
教
大
学

と
東
京
芸
術
劇
場
の
Ｈ
Ｐ
に
リ
ン
ク
を
貼
る
形
で
参
加
者
を
募

集
す
る
こ
と
。

⑥��

成
果
を
将
来
的
に
書
籍
化
し
、
出
版
す
る
こ
と
。

⑦��

座
長
を
渡
辺
憲
司
氏
（
立
教
大
学
名
誉
教
授
。
当
時
は
立
教
新

座
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら
自
由
学
園

最
高
学
部
長
）
が
務
め
る
こ
と
。

二
〇
一
四
年
度
の
講
座
案
の
検
討
と
並
行
し
て
、
二
〇
一
四
年
一

月
十
八
日
に
は
、
開
講
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「「
池
袋
学
」
へ
の
招
待

～
ひ
と
、
ア
ー
ト
、
環
境
か
ら
池
袋
を
考
え
る
～
」
を
東
京
芸
術
劇

場
で
開
催
。
高
野
之
夫
氏
、
吉
岡
知
哉
氏
、
高
萩
宏
氏
、
後
藤
隆
基

（
阿
部
治
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
所
所
長
代
行
）、
上
野
貞
行
氏
（
Ｊ
Ｒ
池
袋
駅

駅
長
）、
北
川
フ
ラ
ム
氏
（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）、
渡
辺
憲
司
氏

が
登
壇
し
て
、
各
々
の
立
場
か
ら
「
池
袋
学
」
へ
の
期
待
と
池
袋
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
語
り
 1８
、
学
際
的
・
領
域
横
断
的
な
地
域
学
の

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

四

　「池
袋
学
」
の
開
講

池
袋
に
「
住
む
人
、
働
く
人
、
学
ぶ
人
、
遊
ぶ
人
、
み
ん
な
が
参

加
で
き
る
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
も
と
、
二
〇
一
四
年
度
か

ら
「
池
袋
学
」
は
開
講
し
た
。
前
述
の
ご
と
く
渡
辺
憲
司
氏
が
座
長

と
な
り
、
東
京
芸
術
劇
場
の
高
萩
宏
副
館
長
を
実
質
的
な
副
座
長
の

位
置
に
据
え
た
。
立
教
大
学
か
ら
教
学
連
携
課
（
近
藤
泰
樹
氏
、
足

立
寛
氏
）、
東
京
芸
術
劇
場
か
ら
事
業
企
画
課
（
橋
爪
綾
子
氏
。
二
〇

一
五
年
度
か
ら
三
谷
淳
氏
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
実
務
を
担
当
し
、
協
力

団
体
と
し
て
、
立
教
大
学
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
所
（
阿
部
治
所
長
、
後
藤
隆

基
）
と
ゼ
フ
ァ
ー
池
袋
ま
ち
づ
く
り
（
小
林
俊
史
氏
）
が
企
画
・
運

営
に
参
画
。
さ
ら
に
豊
島
区
の
後
援
を
得
、
運
営
体
制
を
敷
い
た

（
図
①
）。

「
池
袋
学
」
の
開
講
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
大
正
大
学
（
豊
島
区

西
巣
鴨
）
が
学
部
共
通
科
目
「
豊
島
学
」
を
開
講
し
た
。
大
正
大
学
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と
豊
島
区
と
の
協

定
に
基
づ
き
、
豊

島
区
長
を
は
じ

め
、
区
主
要
部
署

の
幹
部
が
講
師
と

な
り
、
区
政
に
関

す
る
様
々
な
取
り

組
み
を
テ
ー
マ
に

講
義
を
行
な
う
も

の
で
、
行
政
と
大

学
の
連
携
に
よ
る

大
学
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
へ
の
取
り
こ

み
と
い
う
特
色
が

あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て

「
池
袋
学
」
は
、
同
一
地
域
に
近
接
す
る
私
立
大
学
と
公
共
劇
場
が
共

に
自
ら
の
立
地
す
る
地
域
を
対
象
に
地
域
学
を
実
践
す
る
点
に
お
い

て
、
大
学
・
劇
場
間
の
連
携
事
例
と
し
て
は
国
内
初
の
試
み
で
あ

り
 1９
、
い
わ
ゆ
る
劇
場
法
（
劇
場
、
音
楽
堂
等
の
活
性
化
に
関
す
る

法
律
）
施
行
（
二
〇
一
二
年
六
月
二
十
七
日
）
後
の
公
共
劇
場

―
東
京
芸
術
劇
場
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
施
策
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら

れ
よ
う
 2０
。
内
容
と
し
て
は
、
多
様
な
テ
ー
マ
と
講
師
に
よ
っ
て
池

袋
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
語
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
広
く
一
般
に
参

加
者
を
募
っ
た
。
春
季
三
回
を
担
当
す
る
東
京
芸
術
劇
場
で
は
、
池

袋
の
文
化
的
土
壌
を
築
い
た
〈
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
〉、〈
ト
キ
ワ

荘
〉、〈
セ
ゾ
ン
文
化
〉
の
三
つ
を
三
年
間
の
共
通
テ
ー
マ
に
設
定
す

る
方
向
が
固
ま
っ
て
い
く
。
毎
年
異
な
る
講
師
を
招
聘
し
て
多
角
的

な
視
点
か
ら
各
テ
ー
マ
を
深
め
る
講
座
を
構
成
し
た
。
秋
季
三
回
を

担
当
す
る
立
教
大
学
で
は
、
大
学
所
属
の
教
員
が
、
多
様
な
専
門
領

域
か
ら
「
池
袋
」
を
見
す
え
、
歴
史
・
地
域
文
化
の
再
考
や
現
在
的

課
題
の
考
察
を
通
し
て
未
来
を
志
向
す
る
企
画
を
組
ん
だ
。
夏
と
冬

に
は
、
時
宜
に
か
な
っ
た
話
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
特
別
講
座
も
実
施

し
た
（
二
〇
一
四
年
度
お
よ
び
二
〇
一
五
年
度
の
内
容
等
は
図
②
を

参
照
の
こ
と
）。

「
池
袋
学
」
は
二
年
間
で
十
五
回
の
講
座
を
開
講
し
、
そ
れ
ら
の
内

容
は
各
年
度
の
講
演
録
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
（
二
〇
一
四
年
度
の

夏
季
特
別
講
座
は
未
収
録
。
二
〇
一
五
年
度
夏
季
特
別
講
座
は
一
部

を
収
録
）。
毎
回
の
講
座
が
終
わ
る
と
（
原
則
的
に
）
立
教
大
学
の
学

生
が
レ
ポ
ー
ト
を
執
筆
し
、
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
こ
と

で
、
学
生
の
視
点
に
よ
る
「
池
袋
学
」
の
理
解
と
問
い
返
し
を
行

な
っ
た
。
こ
れ
ら
も
各
年
度
の
講
演
録
に
転
載
し
て
い
る
。
ま
た
学

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図① 「池袋学」運営体制図（2014・2015 年度） 

 

東京芸術劇場 × ⽴教⼤学 

連携講座「池袋学」 

東
京
芸
術
劇
場 

教
学
連
携
課 

事
業
企
画
課 

⽴
教
⼤
学 

座⻑：渡辺憲司 

（⽴教⼤学名誉教授） 

協⼒ 

NPO 法人ゼファー池袋まちづくり

協⼒ 

ESD 研究所 

後援 

豊島区 

図①　「池袋学」運営体制図（2014・2015年度）
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日　程 タイトル 講　師 申込者 参加者
2014年度［会場］春＝東京芸術劇場／夏・秋・冬＝立教大学

春季①５月18日㈰
　　　14時～16時

池袋モンパルナスの時代
―街が美術を育んだ―

尾﨑眞人（京都市美術館学芸
課長） 46名 32名

春季②５月24日㈯
　　　14時～16時

トキワ荘の時代
―「漫画」から「マンガ」へ― 丸山昭（編集者） 50名 35名

春季③６月８日㈰
　　　14時～16時

池袋のセゾン文化
―文化戦略から演劇祭まで―

八木忠栄（詩人、元セゾン文
化財団理事） 59名 47名

夏季特別講座
８月23日㈯
14時～16時

こんなにおもしろい東上線 
100周年秘話
―東武東上線100年と池袋の
これから―
※東武鉄道と共同主催

花上嘉成（東武博物館名誉館
長）、高萩宏（東京芸術劇場
副館長）、渡邊裕之（豊島区
観光協会副会長）、田中武（東
武東上線池袋駅長）、渡辺憲
司（立教大学名誉教授、立教
新座中学校・高等学校校長／
司会）

326名 280名

秋季①10月１日㈬
　　　19時～21時

池袋学と自由の発信
―池袋周辺地域の文化土壌― 渡辺憲司（同上） 99名 65名

秋季②10月29日㈬
　　　19時～21時 都市観光地としての池袋 安島博幸（立教大学観光学部

教授） 128名 80名

秋季③11月26日㈬
　　　19時～21時

持続可能な未来を志向した池
袋学をめざして

阿部治（立教大学社会学部・
異文化コミュニケーション研
究科教授、ESD 研究所所長）

77名 35名

冬期特別講座
12月14日㈰
14時～16時

柳原白蓮の戦後
―銃後の母から世界連邦運動へ―

井上洋子（福岡国際大学名誉
教授、福岡県人権啓発発信情
報センター館長）

140名 110名

2015年度［会場］春②③＝東京芸術劇場／春①・夏・秋＝立教大学

春季①５月23日㈯
　　　14時～16時

池袋モンパルナスの原風景
―野見山暁治氏に聴く―
※ 第10回新池袋モンパルナス

西口まちかど回遊美術館と
共同主催

野見山暁治（画家）、押見輝
男（立教大学名誉教授） 64名 50名

春季②５月26日㈫
　　　14時～16時 トキワ荘と池袋のマンガ文化 山田夏樹（法政大学文学部助

教） 28名 20名

春季③７月４日㈯
　　　14時～16時

セゾン美術館の日常
―前衛の拠点として―

新見隆（武蔵野美術大学教
授、大分県立美術館館長） 35名 25名

夏季特別講座
９月12日㈯
14時～16時

戦後池袋の検証
―ヤミ市から自由文化都市へ―
※ 池袋＝自由文化都市プロ

ジェクトと共同主催

川本三郎（文芸評論家）、吉
見俊哉（東京大学教授）、マ
イク・モラスキー（早稲田大
学教授）、石川巧（立教大学
文学部教授／司会）

365名 320名

秋季①10月10日㈯
　　　14時～16時

多様な文化をうみだす都市・
池袋
―都市研究の観点から考える―

三田知実（立教大学社会学部
助教） 83名 40名

秋季②10月24日㈯
　　　14時～16時

女性が暮らしやすいまちづくり
―消滅可能性都市から持続発
展都市へ―

萩原なつ子（立教大学21世紀
デザイン研究科教授） 57名 40名

秋季③10月31日㈯
　　　14時～16時

リアル池袋論
―国際都市としての池袋―

鈴木庸介（株式会社 TOKYO 
STAY 代表、立教大学兼任講
師、元 NHK 池袋担当記者）

78名 50名

（＊所属・肩書は開講当時のもの。申込者数は Web・電話受付。参加者数は招待・申込ナシ等も
含む）

図②　2014年度・2015年度池袋学講座
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生
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
べ
く
、
二
年
目
か
ら
は
立
教
大
学
の
学

生
は
無
料
で
受
講
で
き
る
仕
組
み
に
変
更
し
た
。

図
②
に
あ
る
と
お
り
、
春
季
・
秋
季
の
通
常
講
座
（
二
年
間
）
の

平
均
参
加
者
は
、
四
十
三
名
強
。
初
年
度
よ
り
も
二
年
目
は
減
少
し

て
い
る
。
夏
季
と
冬
季
の
特
別
講
座
に
関
し
て
は
、
規
模
を
拡
大
し
、

ポ
ピ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
の
高
い
テ
ー
マ
お
よ
び
講
師
を
選
ん
だ
こ
と
も

あ
っ
て
、
多
数
の
参
加
者
を
獲
得
で
き
た
（
夏
季
と
冬
季
は
参
加
費

無
料
と
し
た
こ
と
も
一
つ
の
要
因
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
）。
た
だ

し
、
通
常
の
講
座
に
関
し
て
、
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
す
で
に
一
定
の

知
識
を
有
す
る
参
加
者
と
初
め
て
そ
の
内
容
を
聞
く
参
加
者
と
の
あ

い
だ
に
受
容
の
ず
れ
が
生
じ
、
既
知
で
新
味
が
な
い
と
い
っ
た
不
満

の
声
と
、
逆
に
全
体
像
が
わ
か
り
勉
強
に
な
っ
た
と
い
う
声
が
並
存

し
た
回
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
二
〇
一
六
年
度
は
参
加

者
の
属
性
等
を
考
慮
し
た
上
で
講
座
内
容
が
企
画
さ
れ
た
。

ま
た
前
述
の
ご
と
く
、
こ
れ
ま
で
は
大
学
と
劇
場
の
個
々
の
リ

ソ
ー
ス
を
生
か
し
た
講
座
で
構
成
さ
れ
て
き
た
が
、
両
者
が
真
に
連0

携0

す
る
か
た
ち
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
き
ら
い
も
あ
る
。
そ
の
点

で
特
筆
す
べ
き
成
果
と
し
て
、
二
〇
一
五
年
度
の
夏
季
特
別
講
座
を

挙
げ
て
お
き
た
い
。

二
〇
一
五
年
に
、
立
教
大
学
、
東
京
芸
術
劇
場
、
豊
島
区
の
三
者

が
主
催
者
と
な
っ
て
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
戦
後
七
十
年
企
画
と

し
て
「
池
袋
＝
自
由
文
化
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
ヤ

ミ
市
（
闇
市
）
を
視
座
に
据
え
て
戦
後
池
袋
の
地
域
史
／
文
化
を
考

え
る
企
画
を
実
施
し
た
。
そ
の
共
同
企
画
と
し
て
夏
季
特
別
講
座
を

開
催
し
た
の
で
あ
る
。
大
学
と
劇
場
を
軸
に
し
な
が
ら
、
豊
島
区
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
と
の
積
極
的
な
協
働
を
通
し
て
、
座
学
的
な
講

座
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
住
民
参
加
型
の
地
域
学
の
可
能
性
を
模

索
す
る
実
践
的
な
試
み
で
も
あ
っ
た
 21
。
戦
後
の
池
袋
で
は
、
後
背

地
で
あ
る
肥
沃
な
農
村
部
（
埼
玉
県
等
）
か
ら
の
鉄
道
を
利
用
し
た

物
資
運
搬
に
よ
っ
て
ヤ
ミ
市
が
発
生
し
、
そ
の
後
の
繁
華
街
と
し
て

の
基
盤
を
形
成
し
た
。
池
袋
に
か
ぎ
ら
ず
、
都
市
は
周
縁
の
地
域

（
地
方
）
に
支
え
ら
れ
、
共
存
関
係
に
よ
っ
て
成
立
し
て
き
た
。
そ
し

て
都
市
も
ま
た
地
域
の
一
で
あ
る
。
都
市
が
周
縁
と
つ
な
が
り
、
共

に
あ
る
そ
の
関
係
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
の
必
要
性
／
重
要
性
が
浮

上
し
た
こ
と
も
、
池
袋
（
＝
都
市
）
の
み
で
完
結
し
な
い
、
都
市
に

お
け
る
地
域
学
の
あ
り
か
た
を
考
え
る
際
の
鍵
に
な
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

―
展
望
に
か
え
て

三
年
目
と
な
る
二
〇
一
六
年
度
、
座
長
が
渡
辺
憲
司
氏
か
ら
阿
部

治
氏
に
代
わ
っ
た
。
交
代
の
一
因
と
し
て
は
、
大
学
と
劇
場
の
協
定

に
も
と
づ
く
連
携
事
業
の
一
つ
で
あ
る
以
上
、
学
内
の
専
任
教
員
が

座
長
に
な
る
べ
き
と
の
判
断
が
あ
っ
た
。
ま
た
「
池
袋
学
」
は
、
当
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面
の
期
間
を
三
年
間
で
一
区
切
り
と
設
定
し
て
お
り
、

全
二
十
二
回
の
講
座
を
も
っ
て
一
旦
終
了
す
る
。
本
稿

を
三
年
目
の
途
中
で
あ
る
現
段
階
で
整
理
す
る
の
は
、

そ
れ
ら
の
理
由
に
も
よ
る
。

二
〇
一
六
年
度
に
は
、
七
回
の
講
座
を
予
定
し
て
い

る
が
（
図
③
）、
最
終
回
と
な
る
秋
季
第
三
回
に
は
「
多

文
化
共
生
の
池
袋

―
立
教
大
学
の
果
た
す
役
割
を
考

え
る

―
」
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
た
。
世
界
を
覆
う
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
潮
流
の
中
で
、
池
袋
と
い
う
地
域
も

ま
た
変
容
を
遂
げ
て
い
る
。
立
教
大
学
に
お
い
て
も
、

留
学
生
が
二
千
人
を
こ
え
る
時
代
（「R

ikkyo G
lobal 

24

」）
に
、
大
学
が
地
域
で
ど
の
よ
う
に
変
貌
し
、
地

域
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
の

か
。
三
年
目
を
迎
え
た
「
池
袋
学
」
の
最
終
回
が
、
大

学
と
地
域
を
め
ぐ
る
〈
未
来
〉
を
扱
う
こ
と
に
注
意
を

促
し
た
い
と
思
う
。

そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
本
節
で
は

―
実
務
の
一
端

を
担
っ
た
者
の
私
見
な
が
ら

―
立
教
大
学
と
東
京
芸

術
劇
場
に
よ
る
地
域
連
携
の
一
つ
と
し
て
の
「
池
袋

学
」
の
展
望
を
記
し
て
擱
筆
し
た
い
。

駅
（
鉄
道
）
に
よ
っ
て
東
西
に
分
か
た
れ
て
い
る
観

日　程 タイトル 講　師

春季①５月21日㈯
　　　14時～16時

あわい（間）の街としての池袋、そ
して池袋モンパルナス
―社会心理学からの考察―

押見輝男（立教大学名誉教授）

春季② ６月18日㈯
　　　14時～16時

『漫画少年』とトキワ荘の時代
―世界に広がるアニメブームのルー
ツを探る―

加藤丈夫（独立行政法人国立公文書
館館長）

春季③ 7月16日㈯
　　　14時～16時

スタジオ200
―80年代の新しい体験教室―

久野敦子（セゾン文化財団プログラ
ム・ディレクター）

夏季特別講座①
８月１日㈪
10時30分～12時30分

講演会「雑司が谷とは何か」
渡辺憲司（自由学園最高学部長、立
教大学名誉教授）、近江正典（法明
寺住職）、川上千春（日本ユネスコ
協会連盟事務局長）

夏季特別講座②
８月１日㈪
13時～15時

シンポジウム「雑司が谷を中心とし
た地域づくり―大人と子どもと―」
＊ 文部科学省私立大学戦略的研究基

盤形成支援事業「ESD による地域
創生の評価と ESD 地域創生拠点
の形成に関する研究」の一環とし
て開催

三田一則（豊島区教育委員会教育
長）、渡邉隆男（雑司が谷未来遺産
推進協議会会長）、平井憲太郎（と
しまユネスコ協会代表理事）、小池
陸子（「としま案内人　雑司ヶ谷」
代表）、中村雅子（南池袋小学校校
長）、薬袋奈美子（日本女子大学准
教授）、阿部治（立教大学社会学部
教授・同 ESD 研究所所長／司会）

秋季①10月18日㈯
　　　14時～16時

池袋は鉄道から始まった
―池袋の鉄道史と未来―

老川慶喜（跡見学園女子大学副学
長、立教大学名誉教授）

秋季②10月29日㈯
　　　14時～16時

池袋は “ 演劇都市 ” になれるか
―その過去・現在・未来―

高萩宏（東京芸術劇場副館長）、後
藤隆基（立教大学社会学部教育研究
コーディネーター）

秋季③11月12日㈬
　　　14時～16時

多文化共生の池袋
―立教大学の果たす役割を考える―

上田信（立教大学文学部教授）、ゲ
スト：吉岡知哉（立教大学総長、立
教大学法学部教授）

（＊所属・肩書は開講時のもの）

図③　2016年度池袋学講座［会場］春＝東京芸術劇場／夏・秋＝立教大学
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も
あ
る
池
袋
だ
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
構
想
当
初
か
ら
、
西
口
と
東

口
の
両
面
か
ら
考
え
る
こ
と
が
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
講
座

で
も
ひ
ろ
く
豊
島
区
全
体
に
か
か
わ
る
総
論
的
な
テ
ー
マ
か
ら
池
袋

を
語
る
際
は
、
東
西
の
切
り
分
け
を
し
な
か
っ
た
。
ま
た
東
口
に
お

け
る
乙
女
ロ
ー
ド
な
ど
現
代
の
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
文
化
圏
を
は
じ

め
、
池
袋
の
現
在
、
そ
し
て
未
来
を
考
え
る
上
で
未
開
拓
の
領
域
は

数
多
の
こ
っ
て
い
る
。

歴
史
や
文
化
の
掘
り
起
こ
し
、
現
在
的
課
題
の
発
見
と
い
っ
た
過

去
遡
及
型
、
現
状
把
握
型
の
講
座
は
「
池
袋
学
」
の
第
一
ス
テ
ー
ジ

で
あ
る
、
と
ひ
と
ま
ず
い
っ
て
よ
い
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
も

の
を
そ
の
ま
ま
に
措
く
の
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
創
造
的
な

動
き
や
学
び
、
地
域
と
の
共
創
へ
と
展
開
し
て
い
く
方
途
も
、
今
後

は
問
わ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
二
〇
一
五
年
度

の
「
池
袋
＝
自
由
文
化
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
単
年
度
の
限
定
企

画
で
は
あ
っ
た
が
、
一
つ
の
成
果
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

如
上
の
点
に
鑑
み
れ
ば
、
二
〇
一
六
年
度
の
講
座
の
中
に
、
雑
司

が
谷
を
テ
ー
マ
と
す
る
夏
季
特
別
講
座
を
組
み
こ
ん
だ
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。
雑
司
が
谷
は
近
年
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域

資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
二
〇
一
四

年
に
は
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産
」

と
し
て
登
録
認
証
を
受
け
た
。
大
人
だ
け
で
な
く
、
南
池
袋
小
学
校

の
生
徒
を
は
じ
め
と
す
る
子
ど
も
た
ち
も
、
持
続
的
な
地
域
文
化
の

伝
承
、
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
雑
司

が
谷
を
池
袋
に
お
け
る
内
発
的
な
発
展
の
〈
場
〉
と
し
て
捉
え
る
と

と
も
に
、
か
つ
て
雑
司
が
谷
は
現
在
の
西
池
袋
も
含
む
広
域
な
エ
リ

ア
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
池
袋
の
東
西
を
つ
な
ぐ
道
筋
と
も
な
り
う

る
。
こ
れ
は
、
前
年
の
「
池
袋
＝
自
由
文
化
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
継
承
す
る
、
地
域
と
の
一
体
的
な
「
池
袋
学
」
の
実
践
で
も
あ
る
。

立
教
大
学
は
お
よ
そ
一
世
紀
、
東
京
芸
術
劇
場
は
四
半
世
紀
に
わ

た
っ
て
池
袋
に
あ
る
が
、
そ
こ
に
属
す
る
個
人
は
、
基
本
的
に
地
域

に
と
っ
て
外
部
者
で
あ
る
。
仕
事
等
の
た
め
に
生
活
時
間
の
多
く
を

こ
の
地
で
過
ご
し
て
い
る
と
は
い
え
、
地
域
に
根
差
す
定
住
者
（
内

部
者
）
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
「
池
袋
学
」
は
外
部
者
と
内
部
者

の
協
働
に
よ
る
知
の
運
動
で
あ
る
。

地
域
は
動
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
い
る
人
は
移
動
す
る
。
殊

に
池
袋

―
ひ
い
て
は
都
市
の
文
化
を
考
え
る
場
合
、
時
代
に
よ
る

環
境
や
経
済
、
社
会
の
時
勢
な
ど
に
と
も
な
い
、
居
住
・
活
動
空
間

の
移
動
は
頻
繁
に
行
な
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
際
、
通
過

0

0

す
る
場

0

0

0

と
し
て
の
池
袋
と
い
う
側
面
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
池
袋

は
（
都
市
は
、
と
言
い
換
え
て
も
い
い
）
常
に
外
部
（
者
）
に
開
か

れ
て
お
り
、
む
し
ろ
外
部
（
者
）
と
の
関
わ
り
を
抜
き
に
考
え
る
こ

と
は
難
し
い
。
そ
れ
が
〈
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
〉
に
せ
よ
、
ま
た
〈
ト
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キ
ワ
荘
〉
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
一
時
期
、
あ
る
種
の
池
袋
文
化
圏
を

形
成
し
た
が
、
各
地
か
ら
参
集
し
た
若
き
外
部
者
の
た
ま
り
場

0

0

0

0

で

あ
っ
た
。
や
が
て
彼
ら
が
巣
立
っ
て
い
く
と
と
も
に
そ
の
場
自
体
も

変
容
す
る
。
池
袋
で
蒔
か
れ
た
種
が
、
他
の
地
域
で
花
開
き
、
実
を

結
ん
だ
と
し
て
、
池
袋
と
い
う
時
間
／
空
間
は
、
そ
の
創
造
成
果
と

も
け
っ
し
て
無
縁
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
池
袋
に
は
駅
前
に
定
住
者

が
多
い
と
い
う
特
徴
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
 22
、
定
住
者
と
流
動
者
の

関
係
、
そ
の
上
に
成
り
立
つ
地
域
文
化
の
あ
り
よ
う
に
も
目
を
凝
ら

さ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
こ
に
池
袋
と
い
う
地
域
の
特
色
も
見
い
だ
さ

れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

従
来
も
地
域
を
め
ぐ
る
様
々
な
活
動
が
個
別
に
行
な
わ
れ
て
き
た

が
、
既
存
の
活
動
を
外
部
者
の
ま
な
ざ
し
か
ら
一
つ
に
つ
な
ぐ
こ
と

で
、
横
断
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す
る
役
割
も
「
池
袋
学
」

を
ひ
ろ
げ
る
可
能
性
で
あ
る
 23
。
池
袋
や
豊
島
区
内
だ
け
で
な
く
、

池
袋
に
近
い
新
宿
区
の
落
合
地
域
に
着
目
し
た
「
落
合
学
」
も
近
年
、

提
唱
さ
れ
て
い
る
 24
。
こ
れ
に
即
し
て
い
え
ば
「
池
袋
学
」
の
主
要

テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
〈
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
〉
を
考
え
る
際
、
隣

接
す
る
目
白
（
落
合
）
文
化
村
な
ど
も
連
続
的
な
地
域
文
化
の
表
象

と
し
て
捉
え
、
そ
の
実
態
や
史
的
推
移
を
併
せ
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
池
袋
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
関
連
の
作
家
の
作
品
が
板
橋
区
立
美
術
館

に
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
行
政
区
画
を
ま
た
い

だ
地
域
学
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
然
る
べ
き
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
内
容
面
は
も
ち
ろ
ん
、
三
年
間
の
二
十
二
講
座
を
終
え

た
後
、
以
降
の
新
た
な
展
開
を
図
る
と
す
る
な
ら
ば
、
立
教
大
学
と

東
京
芸
術
劇
場
の
二
者
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
後
援
あ
る
い
は
協

力
団
体
で
あ
っ
た
豊
島
区
や
ゼ
フ
ァ
ー
池
袋
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
主

催
者
に
加
え
て
、
地
域
と
の
協
働
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
も
一
案
で
あ

る
。
豊
島
区
が
推
進
し
て
い
る
「
国
際
ア
ー
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
」
構
想

と
の
連
動
や
、
地
域
を
中
心
と
し
た
〈
池
袋
研
究
会
〉
な
ど
を
行
な

う
こ
と
で
新
た
な
方
向
性
も
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い

は
立
教
大
学
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
へ
の
取
り
込
み
に
よ
っ
て
学

生
が
地
域
を
知
る
／
体
験
す
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
も
、
大
学
に
お

け
る
社
会
連
携
教
育
の
一
環
と
し
て
有
効
か
も
し
れ
な
い
。
二
〇
二

〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
視
野
に
入
れ
る
な
ら
、
大
学
と
劇
場

の
連
携
に
よ
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
や
持
続
可
能
な
レ
ガ
シ
ー

の
創
出
も
期
待
さ
れ
る
。

以
上
「
池
袋
学
」
の
展
望
を
縷
述
し
た
が
、
立
教
大
学
と
東
京
芸

術
劇
場
の
連
携
事
業
と
い
う
点
で
い
え
ば
「
池
袋
学
」
は
数
あ
る
方

途
の
う
ち
の
一
で
あ
る
。
そ
の
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
も
模
索
す
る

必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
次
稿
で
は
都
市
に

お
け
る
地
域
学
と
し
て
の
「
池
袋
学
」
の
可
能
性
や
意
義
、
ま
た
同

じ
く
副
都
心
に
お
け
る
「
新
宿
学
」
や
「
渋
谷
学
」
と
の
比
較
な
ど
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に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

【
注
】

１

　拙
稿
「
立
教
大
学
と
、
池
袋
の
ま
ち
」（『
東
京
人
』
第
三
一
八
号
［
特
集
・

豊
島
区
を
楽
し
む
本
］
二
〇
一
三
年
十
一
月
増
刊
）。

２

　牛
窪
浩
・
奥
田
道
大
編
『
盛
り
場
・
池
袋
の
魅
力
』（
時
潮
社
、
一
九
八
五

年
）、
西
山
千
明
・
奥
田
道
大
編
『
21
世
紀
の
都
市
型
大
学
に
向
け
て

　立
教

大
学
「
都
市
と
大
学
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
』（
時
潮
社
、
一
九
九
〇
年
）
な

ど
の
成
果
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

３

　立
教
大
学
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
セ
ン
タ
ー
編
・
発
行
『
二
〇
一
一
年
度

　事
業
報

告
書

　連
携
協
定
締
結
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／E

C
O

 opera!

〝
西
池
袋
〟
を
刺

激
す
る
！
―
東
京
芸
術
劇
場
×
立
教
大
学
に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

―
』（
二
〇
一
二
年
）
二
頁
。

４

　本
節
お
よ
び
第
二
節
の
記
述
は
、
論
旨
の
都
合
上
、
拙
稿
「
東
京
芸
術
劇
場

と
立
教
大
学
の
協
働
可
能
性
を
考
え
る
」（
注
３
掲
出
の
報
告
書
『〝
西
池
袋
〟

を
刺
激
す
る
！
』
所
載
）
と
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お

く
。

５

　「Eco O
pen P

rogram
s for E

ducation and R
esearch A

ctivities

」
の
略

称
。
地
球
環
境
の
保
全
・
環
境
教
育
に
取
り
組
む
産
公
学
が
連
携
し
、
市
民
と

の
関
わ
り
の
中
で
の
活
動
を
目
的
と
す
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
セ
ン
タ
ー
に
参
画

す
る
教
員
が
監
修
し
、
立
教
大
学
が
主
催
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
二
〇
一

二
年
度
以
降
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
所
で
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

６

　注
３
に
掲
出
の
報
告
書
を
参
照
さ
れ
た
い
。

７

　立
教
大
学
が
協
定
を
結
ん
で
い
る
岩
手
県
陸
前
高
田
市
と
の
交
流
展
「
つ

な
が
る
。」（
二
〇
一
二
年
～
）
を
東
京
芸
術
劇
場
と
の
共
催
で
実
施
。
大
学
と

劇
場
の
連
携
の
一
環
と
し
て
被
災
地
支
援
事
業
を
継
続
的
に
行
な
っ
て
い
る
。

８

　プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
ゼ
フ
ァ
ー
池
袋
ま
ち
づ
く
り
主
催
の
「
み
ど
り
の

公
園
で
街
が
変
わ
る
」（
二
〇
一
二
年
四
月
二
十
三
日
、
池
袋
ウ
ェ
ス
ト
パ
ー

ク
ビ
ル
）
を
開
催
。
阿
部
治
氏
、
甲
斐
徹
郎
氏
、
宮
崎
雅
代
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
ト
ピ
ア
リ
ー
協
会
理
事
長
）、
高
萩
宏
氏
、
石
森
宏
氏
、
小
林
俊
史
氏
（
司

会
）
が
登
壇
し
た
。

９

　立
教
大
学
Ｅ
Ｓ
Ｄ
研
究
所
編
・
発
行
『E

co O
pera!  

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書

　

〝
西
池
袋
〟
を
刺
激
す
る
！Part 2  

―
豊
島
区
制
施
行
80
周
年
で
西
口
公
園
が

変
わ
る
―
』（
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

10

　小
林
俊
史
「
池
袋
西
口
公
園
に
お
け
る
社
会
実
験
―
西
池
袋
み
ど
り
の

ア
ー
ト
カ
フ
ェ
を
中
心
に
」（『〝
西
池
袋
〟
を
刺
激
す
る
！ Part 2

』
注
９
に
掲

出
）
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
こ
の
社
会
実
験
は
二
〇
一
六
年
三
月
ま
で
続

き
、
同
年
四
月
か
ら
は
、
地
元
商
店
街
・
町
会
・
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
な
る

「
池
袋
西
口
公
園
活
用
協
議
会
」
が
、
豊
島
区
と
公
民
連
携
し
た
パ
ー
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
、
池
袋
西
口
公
園
と
い
う
公
共
空
間
の
新
し
い
価
値
創

造
や
運
営
を
め
ざ
す
と
り
く
み
を
は
じ
め
て
い
る
。

11

　『〝
西
池
袋
〟
を
刺
激
す
る
！ Part 2

』（
注
９
に
掲
出
）
二
十
三
頁
。

12

　二
〇
〇
二
年
、
國
學
院
大
學
は
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
渋
谷

学
」
を
創
設
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
新
体
制
で
渋
谷
学
研
究
会
を
再
発
足
、
定
期

的
に
研
究
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
「
渋
谷
学
叢
書
」
を
雄
山
閣
か
ら
刊
行
し

て
い
る
（
第
一
巻
・
二
〇
一
〇
年
～
第
四
巻
・
二
〇
一
五
年
）。
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13

　二
〇
〇
四
年
、
早
稲
田
大
学
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
講
座
の
ひ
と
つ
と
し
て

開
講
。
二
〇
一
二
年
ま
で
百
六
十
回
の
講
義
を
行
な
っ
た
。
戸
沼
幸
市
編
著

『
新
宿
学
』（
紀
伊
國
屋
書
店
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

14

　高
萩
宏
「
池
袋
学
へ
の
期
待
」（『
池
袋
学
講
演
録

　二
〇
一
四
年
度
』「
池

袋
学
」
事
務
局
、
二
〇
一
五
年
）。

15

　渡
辺
憲
司
「
池
袋
学
事
始
」（『
池
袋
学
講
演
録

　二
〇
一
四
年
度
』
注
14
に

掲
出
）。

16

　秋
山
伸
一
「「
や
あ
！

　ど
う
？

　げ
ん
き
？
」
を
ふ
た
た
び
―
林
英
夫
先

生
の
遺
志
を
次
代
に
つ
な
ぐ
た
め
に
」（『
生
活
と
文
化

　豊
島
区
立
郷
土
資

料
館
研
究
紀
要
』
第
十
七
号
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）。
か
つ
て
池
袋
に
存
在
し

た
教
育
機
関
や
大
正
期
に
お
け
る
自
由
教
育
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
改
め

て
テ
ー
マ
を
設
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

17

　注
15
に
同
じ
。

18

　概
要
はhttp://w

w
w

.rikkyo.ac.jp/feature/lecture_report/2014/02/post-

140.htm
l

（
二
〇
一
六
年
五
月
一
日
閲
覧
）
を
参
照
の
こ
と
。

19

　た
と
え
ば
、
国
立
文
楽
劇
場
と
関
西
学
院
大
学
の
協
定
締
結
（
二
〇
一
〇

年
）
に
も
と
づ
く
」
事
業
や
、
大
阪
市
立
大
学
で
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
開
設
さ

れ
た
文
楽
技
芸
員
と
大
学
教
員
に
よ
る
文
学
部
特
別
授
業
「
上
方
文
化
講
座
」

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
大
阪
で
歴
史
的
に
育
ま
れ
た
人
形
浄
瑠
璃
文

楽
を
視
座
に
学
生
や
市
民
が
学
ぶ
場
を
つ
く
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
近
年

で
は
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
と
文
楽
技
芸
員
の

共
同
で
失
わ
れ
た
浄
瑠
璃
の
復
活
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
秋
田
県
仙
北
市
に

拠
点
を
置
く
わ
ら
び
座
（
わ
ら
び
劇
場
）
と
秋
田
県
立
大
学
が
二
〇
〇
七
年
に

連
携
協
定
を
締
結
。
国
産
原
料
に
よ
る
地
ビ
ー
ル
等
の
共
同
技
術
研
究
開
発

と
そ
の
成
果
の
地
域
社
会
へ
の
普
及
促
進
や
、
都
市
児
童
と
農
村
の
自
然
体

験
学
習
を
通
し
た
交
流
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
さ
れ
た
。
わ
ら
び
座
は

二
〇
〇
八
年
に
秋
田
大
学
と
も
連
携
協
定
を
締
結
し
、
伝
統
芸
能
の
共
同
研

究
な
ど
に
関
す
る
協
力
を
行
な
っ
て
い
る
。

20

　公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
東
京
芸
術
劇
場
編
『
東
京
芸
術
劇

場
の
25
年
』（
公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
東
京
芸
術
劇
場
編
、
二

〇
一
六
年
）
二
三
一
頁
も
参
照
さ
れ
た
い
。

21

　立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
編
集
・
発
行
の

『
大
衆
文
化
』
第
十
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
の
特
集
を
参
照
の
こ
と
。

22

　福
地
茂
雄
・
高
萩
宏
・
吉
岡
知
哉
・
阿
部
治
「
西
池
袋
の
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
に
お
け
る
〈
劇
場
×
大
学
〉
に
よ
る
協
働
展
望
」（『
二
〇
一
一
年
度

　

事
業
報
告
書

　連
携
協
定
締
結
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／E

C
O

 opera!

〝
西
池

袋
〟
を
刺
激
す
る
！
―
東
京
芸
術
劇
場
×
立
教
大
学
に
よ
る
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
―
』
注
３
に
掲
出
）
に
お
け
る
吉
岡
総
長
の
発
言
（
二
十
二
頁
）
に

よ
る
。

23

　た
と
え
ば
、
地
域
の
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
な
記
憶
と
し

て
映
像
化
（
ア
ー
カ
イ
ブ
化
）
し
、
記
録
す
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
と
し
ま
の
記

憶
」
を
つ
な
ぐ
会
は
、
住
民
主
導
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
活
動
で
あ
り
、
大
学

生
（
立
教
大
学
、
大
正
大
学
）
が
地
域
の
高
齢
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と

い
っ
た
世
代
間
交
流
も
な
さ
れ
て
い
る
。

24

　福
井
延
幸
「
地
域
学
と
し
て
の
「
落
合
学
」
の
提
唱
」（『
目
白
大
学
短
期
大

学
部
研
究
紀
要
』
第
四
十
九
号
、
二
〇
一
三
年
一
月
）。
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［
付
記
］
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
立
教
大
学
総
長
室
社
会
連
携
教
育
課
の
近
藤

泰
樹
氏
、
東
京
芸
術
劇
場
事
業
企
画
課
の
三
谷
淳
氏
に
ご
協
力
を
願
っ
た
。
記

し
て
謝
意
を
表
す
。
な
お
、
引
用
文
中
の
〔

　〕
内
は
引
用
者
に
よ
る
注
記
で

あ
る
。

�

（
立
教
大
学
社
会
学
部
教
育
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）


